
  
「わたし、フランがいたから話せたんだよ」  

実話を基にした傷ついた子どもに寄り添う付添犬たちの物語 

『いっしょにいるよ 

子ども― と裁判に出た犬 フ ラ ンと ハッ シュの物語』   

 
これは、つらい思いをしてき た子どもたちを支える「付添犬」の物語。

弁護士のわたし、飛田桂と 、獣医師の吉田尚子先生、それに児童精

神科医の丸山洋子先生。そんな、仕事も性格も年齢もちがうわたした

ちが、新井先生の「子どもの助けになる犬が必要なんだ 」 という思い

に共感し、「付添犬」 っていう新しいお守りをつくるまでの、ほんの少し

だけ長いお話。（本文より）  

「付添犬」とは、虐待や性被害によって傷ついた子どもたちのストレスや不安を軽減するため、児童相談所など

の面会やセラピー、子どもに関する裁判などに付き添う犬のことです。 

2020年8月、性虐待被害を受けた幼い子どもが、裁判で証言をする際の精神的負担を

和らげるために「付添犬」を伴って出廷するという画期的な取り組みがなされました。

その出来事は、盲導犬をのぞき、犬が法廷に立った日本初のケースとして、ニュース

でも取り上げられました。 

 この本は、傷ついた子どもたちと関わってきた弁護士・医師・獣医師などの大人た

ちが、なんとかして彼らを助けたいと、手を取り合い、悪戦苦闘しながら、「付添犬」

制度を立ち上げる実話をもとにした感動ストーリーです。 
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